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節

川
班

克

六

六
〇

地

理

教

材

と

し

て

の

地

形

図

(第
二
覇
)

一､伊
賀
上
野
盆
地
北
路

伊

要

地

問

五
端
分

丁

地
形
紺

上

野

離

二
十
鵜
介

丁
地
質
脚

四
日
肘
何

桁

故

道

関
西
本
線
は
木
津
'

笠
置
の
諾
輝
を
過
ぎ

て
来
し
'
北
大
河
原
に
て
上
野
批
地
形
図
に
入
る
.
舵

大
河
脱
は
地
形
閲
の
西

鼎'
園
の
中
英
よ
さ
少
し
-
北

は
偏
し
て
存
在
す
る
部
落
で
あ
る
｡
fJ
れ
よ
-
餓
道
は

三
つ
の
隊
通
と
幾
多
の
切
制
と
を
作
か
つ
ゝ
'
洪
積
暦

の
粘
土
､
砂
塵
よ
り
在
る
丘
陵
の
間
を
縫
ふ
て
､
或
は

南
光
は
､
或
は
北
東
に
曲
線
を
塞
き
つ
!
'
概
し
て
兼

々
北
は
進
み
､
伊
賀
の
上
野
輝
に

到
る
.
上
野
輝
よ
み

上
野
町
､
名
張
町
方
面
に
軌
道
線
を
派
し
､
本
線
は

7

寓
線
は
佐
那
具
､
新
堂
の
諸
曙
を
過
ぎ
で
p
柘
植
方
面

に
向
ふ
の
で
あ
る
｡

木
津
川

上
流
は
ほ
ヾ
踊
酉
線
は
平
行
L
t
伊
嚢
に

於
で
は
伊
賀
川
と

い
以
､
上
野
町
の
北
方
附
近
よ
-
上

流
は
柘
植
川
と
呼
ぶ
｡
木
津
川
上
流
の
新
谷
と
低
地
は

現
今
踊
酉
線
の
迫
ず
る
慶
で
､
閥
酉
交
通
路
と
し
て
東

軍
在
る
の
み
在
ら
ず
'
往
昔
に
於
で
79
､
山
城
庸
部
か

ら
伊
勢
'
名
古
屋
万
両
に
至
る
通
路
と
し
て
鼎
雷
に
重

要
を
地
位
は
あ
っ
た
｡
河
流
は
本
圃
幅
の
み
に
於
で
も

約
二
十
七
粁
ほ
及
び
tt
を
の
間
の
流
路
は
ほ
LJ
直
線
状

を
を
す
rJ
と
は
注
意
す
べ
き
鮎
で
あ
る
が
､
そ
の
支
流

の
配
置
に
つ
い
て
は
著
し

い
特
徴
が
あ
る
｡
即
ち
､
月

ヶ
瀬
附
近
む
流
れ
る
名
張
川
'
上
野
附
近
を
流
れ
る
長

田
川
､
山
田
小
盆
地
よ
わ
氷
る
服
部
川
､
壬
生
野
村
よ

-
凍
る
壬
錐
野
川
等
の
大
小
支
流
は
殆
尤
ど
南
又
は
東

南
方
よ
タ
凍
っ
て
本
流
に
合
し
'
北
方
よ
･C･乗
っ
て
倉

流
す
る
も
の
は
､
閲
幅
の
左
上
に
於
で
河
各
州
を
見
る

外
'
著
し
d
TJも
の
は
他
に
之
を
兄
覆

い
｡
強
い
て
之
を

]r
T

求
ひ
れ
ば
披
野
田
部
落
の
四
方
に
於
で
新

居

村
地
内
を



決
る
/
7
横
流
が
あ
っ
て
､
砲
は
二
粁
ほ
及
ぶ
ほ
渦
ぎ

粕
の
み
で
あ
る
｡
乙
の
非
封
柄
的
な
る
支
流
の
配
置
恕

龍
別
せ
ん
が
た
め

に
は
t
等
高
曲
線
の
配
置
を
見
る
rJ

と
が
必
要
で
あ
る
｡

答
高
曲
線

木
津
川
本
流
の
直
線
的
流
路
は
伊
賀
盆

地
の
最
低
部
を
連
ね
る
も
の
で
'
同
幅
の
東
北
端
下
柘

植
北
方
の
水
準
鮎
は

一
八
九
米
へ
そ
れ
よ
-
約
五
粁
下

流
佐
那
具
に
於
で

-1
四
八
米
､
上
野
町
酉
北
方
'
長
田

川
の
合
流
地
は
於
で

〓
讐
二
光
､
更
に
間
隔
の
両
端
に

於
で
九
八
米
を
不
し
て
屠
る
.
･即
ち
､
平
均
約
二
五
〇

分
の

1
の
経
勾
配
を
以
で
流
れ
て
居
る
｡

木
津
川
よ
-
北
方
を
見
る
と
'
河
岸
か
ら
機
に
三
粁

叉
は
四
粁
ほ
し
で
俄
に
六
C
,○
米
乃
至
七
〇
〇
米
の
高

地
に
な
る
｡
rJ
れ
ほ
反
し
､
南
方
を
見
る
と
'
多
-
は

二
C
O
米
乃
至
三
〇
〇
米
の
丘
陵
性
山
地
が
あ
っ
て
､

概

し
て
河
畔
よ
り
東
南
'
南
方
に
至
る
ほ
従
っ
て
次
第

に
高
-
な
る
が
p
閣
幅
内
に
於
で
は
蓬
に
六
〇
〇
米
に

及
ぶ
高
地
を
求
め
る
rJ
と
が
Ⅲ
凍
覆

い
｡
只
､
上
野
町

の
東
方
に
は
三
五
〇
米
乃
至
四
〇
〇
米
前
後
の
孤
立
せ

る
丘
陵
が
あ
っ
て
花
南
岩
よ
わ
な
-
'
山
密
は
洪
積
層

桃
川
教
材
と
し
て
の
地
形
樹

ほ
縁
ら
れ

tJ居
る
｡
西
方
ほ
は
花
園
岩
敬
川
骨
と
し

て

洪
積
層
に

蔽
は
れ
る
三
〇
〇
米
内
外
の
丘
陵
が
河
岸

は

近
-
不
規
則
に
存
在
す
る
の
が
観
察
さ
れ
る
｡

洪
積
層

木
津
川
北
方
の
山
地
は
盛
雲
母
北
南
岩
よ

-,hな
-
'
南
方
の
丘
陵
性
目
地
の
大
部
は
同
じ
-
花
園

及
び
片
麻
岩
か
ら
在
る
が
､
少
を
-
と
も
rJ
の
片
麻
岩

の
あ
る
79
の
は
'
花
園
岩
よ
-
鼻
成
し
た
る
79
の
又
は

花
関
岩
の
接
触
に
ょ
つ
て
鼻
成
せ
る
も
の
で
あ
る
｡
こ

れ
等
の
有
配
岩
石
の
間
に
新
ら
し
dTJ洪
積
層
が
堆
積
し

て
ゐ
る
｡
北
方
の
-;
密
か
ら
木
津
川
畔
に
至
る
二
〇
〇

米
以
下
の
丘
陵
は
t
等
高
曲
線
の
甚
だ
を
だ
ら
か
夜
鍵

化
に
乏
し
い
地
形
を
形
成
す
る
が
'
こ
れ
は
か
～
る
新

ら
し
い
地
層
か
ら
成
っ
て
屠
る
｡
南
方
の
山
地
に
於
で

は
上
野
町
の
四
近
の
低
地
と
低
基
地
と
は
節
四
配
暦
で

あ
る
が
う
そ
の
兼
酉
の
丘
陵
'
叉
は
丘
陵
の
速
線
は
又

洪
積
層
よ
タ
威
力
.
束
都
帝
図
太
準
柑
於
撃
士
及
び
名

張
高
等
女
撃
枚
上
関
数
論
の
採
集
ほ
か
J
る
友
鐘
相
違

仙
北
芳
崖
の
新
ら
し
p
,泥
板
岩
中
に
は
移
し
-
淡
水
楼

タ

ニ
シ
月
の
化
石
及
び
小
数
の
ニ
ナ
月
の
化
石
を
有
し

て
屠
る
｡
然
る
は
四
近

一
昔
は
地
質
閲
に
は
片
肺
山野
舵

TtL･V

六

7



嶋

糟

債
十
三
●

着
色
r･れ
た
る
'@
域
で
あ
る
｡
史
に
名
張
町
の
相
方
奈

良
頼
笠
間
地
方
の
砂
岩
中
に
は
チ
リ
ナ
'
マ
n
マ
等
の

化
石
が
出
る
｡
又
柘
植
附
近
産
と
稀
す
る
砂
岩
申
ーこ
は

†
コ
マ
､
フ
-
ナ
ス
､
.ヘ
リ
ク
ン
キ
ユ
ル

ス
'
デ
ン
ク
リ

(虎方此池逆相友)石化只雀糠水淡

ク
ム
等
第
三
紀
と
推
定
r,れ
る
介
化
石
を
含
ん
で
居
る

盆
地
内
の
新
生
代
の
地
膚
は
其
の
分
和
も
骨
化
的
鵬
係

も
未
だ
不
明
瞭
で
は
あ
る
が
､
余
の
知
る
範
囲
で
は
第

債

阿
曽

丁秀

六

二

三
紀
居

中
の
少
-
と
も
あ
る
も
の
は
海
成
官
で
第
四
紀

官
は
淡
水
官
が
鹿
-
敬
遠
す
る
ら
し
-
瓜
は
れ
る
｡
こ

の
淡
水
湖
の
院
域
を
二
十
寓
分

1
地
質
樹
に
よ
っ

て考

ふ
れ
ば
周
幅
(
地
形
聞
上
野
批
)
の
東
北
部
即
ち
木

津川

上
流
方
lB
か
ら
帝
人
し
て
ゐ
ね
も
の
ら
し
-
､
こ
の
度

大
を
淡
水
湖
は
i=r
琵
琶
湖
と
呼
ぶ
べ
き
で
あ
ら
う
｡

未
津
川
断
層
線

木
枠
川
北
方
の
山
麓
に
発
達
す
る

読
.一
.紀
肘
の
分
和
の
北
境
を
定
め
人
と
せ
ば
'
北
大
河

股
よ
¢
佐
那
具
に
到
る

1
線
を
柿
け
ば
明
白
で
あ
る
｡

乙
の
線
上
に
は
兼
備
､
両
様
'
三
円
'
野
間
､
平
野
､

紫
頗
'
西
'
申
失
'
奥
'
奥
E
其
他
の
諸
部
落
が
存
在

す
る
｡

屯
に
rJ
の

一
線
は
上
野
盆
地
の
地
形
的
北
線
を

な
す
も
の
で
'
上
野
臓
帖
の
地
形
を
例
か
lこ
二
分
す
る

も
の
て
あ
る
｡
rJ
の

一
線
を
史
に
蛸
に
延
長
し
､
奈
良

同
幅
に
入
れ
ば
上
布
輔
の
蘇
泉
'
笠
置
の
領
泉
等
の
油

川
地
が
あ
る
｡
来
し
､
地
形
間
に
ょ
つ
て
断
官
線
を
暇

想
し
わ
る
と
せ
ば
'
北
大
河
原
佐
郡
鼻
線
､
即
ち
木
津

川
斯
音
線
の
如
き
は
少
-
と
も
t
か
-
の
如
き
も
の
の

1
つ
に
畢
け
ら

る
べ
き
で
あ
る
.

北
方
の
山
地

未

紐
川
斯
音
線
以
北
の
地
形
を
観
察



す
る
と
ー
新
居
村
か
ら
九
枚
村
に
通
す
る
新
谷
は
よ
っ

て
二
地
塊
は
分
れ
る
｡
乙
の
新
谷
は
火
､

一
大
断
圏
は

よ
っ
て
壁
じ
た
る
構
造
谷
で
あ
る
｡

乙
の
構
造
谷
以
西
の
地
魂
を
兄
ん
た
め
に
も
奥
村
か

ら
北
上
す
る
と
'
ヂ
グ
ザ
グ
ほ
-;
研
す
る
雑
踏
は
二
〇

〇
米
'
三
〇
〇
米
､
四
〇
〇
米
と
順
次
に
針
尭
粗
の
急

坂
を
登
っ
て
'
政
雄
約

一
肝
の
閲
に
五
〇
〇
米
高
ま
み

暫
-
ほ
し
で
海
抜
六
〇
〇
米
の
地
鮎
に
達
し
で
'
扱
け

終
-
を
骨
げ
る
の
で
あ
る
｡
汗
を
拭
以
つ
-.
p南
方
に

展
開
す
る
室
生
､
布
引
の
竃
箪
ヤ
'
盆
地
の

レ
リ
ー
フ

を
眼
下
に
眺
ひ
れ
ば
'
暫
し
は
俗
非
の
煩
臓
も
忘
れ
る

で
あ
ら
う
｡
再
び
地
形
図
む
観
察
す
る
と
き
は
､
脊
人

の
辿
-
凍
っ
た
急
阪
は
浸
蝕
ru
れ
た
る
断

暦
崖
で
あ
る

rJ
と
は
朱
が
つ
-
｡
事
々
の
立
て
る
地
よ
-
精
々
深

い

谷
を
隔
て
た
兼
側
に
は
'
狗
立
木
で
目
境
と
在
る
六
〇

〇
米
の
ス
パ
ー
が
牛
島
状
に
斗
出
す
る
｡

ス
パ
ー
の
術

側
は
洗

い
谷
が
谷
頭
浸
蝕
藍

櫨
し
-
し
っ

J
あ
っ
て
､

蓬
に
は
側
-
去
ら
る
J
運
命
に
あ
る
こ
と
は
'
そ
の
間

は
あ
る
五

〇
〇
米
の
n
ン
ト
ル
で
綬
ま
れ
カ

1
地
鮎
と

同
様
で
あ
る
｡

地
粗
放
材
と
し
て
の
地
形
樹

上
野
町

北

田

噺

暦

浮

田

妃

の
地

形
樹

(五
粥
分
7
)

完

九

六
三



叫

球

筋
十
T77懸

か
-
の
如
-
.
急
僅
は
漸
次
に
後
退
し
っ
J
あ
る
現

象
が

親
は
れ
る
が
'
忠
崖
の
上
靴
は
六
〇
〇
米

乃
至

甘
ト･tT

六
五
〇
米
の
問
に
あ
っ

て
､
東
棟
は
種
苗
-
'
和

解

時

の
東
方
に
あ
る
七

一
〇
米
の
地
を
最
高
と
す
る
｡
乙
の

魚
座
で
境
さ
れ
る
甲
賀
瓢
の
基
地
は
約
..7九
〇
〇
米
の
高

さ
を
有
し
て
p
北
方
は
庶
-
下
身
､
帽
の
旗

い
谷
は
'

草
地
や
水
田
に
利
用
さ
れ
て
ゐ
る

｡
rJれ
等
の
浅

い
谷

を
商
は
向
つ
て
遡
っ
て
行
-
と
.
十

分
谷
班
に
連
せ
ざ

る
に
､
南
方
の
急
崖
の
浸
蝕
の
た
め
に
載
頭
さ
れ
て
居

る
は
束
の
つ
く
巌
が
多

い
｡
か
-
の
如
き
鹿
は
通
路
と

し
て
利
用
さ
れ
､
甲
賀
郡
中
野
か
ら
相

柴
郡
押
原
に
通

ず
る
峠
の
如
き
そ
の

一
つ
で
あ
る
｡
乙
の
高
原
性
轟
地

は
大
腰
は
放

て
井
波
高
原
の
平
均
高
度
と

一
致
し
'
高

原
遊
経
の

一
地
塊
を
形
成
す
る
も
の
で
あ
-
､
其
の
単

調
を
る
地
形
は
準
平
規
の

一
部
を
保
存
す
る
も
の
で
あ

る
中
村
教
授
は
之
を
信
楽
高
原
と
呼
ば
れ
た
｡
rJ
の
信

菓
高
股
を
つ
-
る
地
現
を
見
る
と
湯
船
川
の
上
流
が
Ⅴ

字
形
の
谷
を
作
っ
て
彫
刻
を
な
し
?
～
あ
-
､
そ
の
南

方
の

一
支
流
は
不
動
瀧
附
近
ま
で
谷
班
浸
蝕
む
進
め
て

居
る
.
鮮
調
在
る
高
原
性
の
地
形
も
､
時
の
経
過
と
典

鰐

川

髄

三
〇
〇

六

四

にこ
小
規
模
に
刻
ま
れ
て
､
第
二
の
輪
廻
に
入
り
つ
ゝ
あ

る
こ
と
が
窺
は
れ
る
｡

乙
の
信
楽
高
原
の
東
方
に
あ
る
山
地
は
南
は
木
津
川

断
層
､
酉
は
新
居
曾
河
内
線
､
北
は
骨
河
内
音
羽
を
迎

ぬ
る
小
節
谷
に
固
ま
れ
.
西
部
は
四
八
七
米
に
及
ぶ
が

兼
に
到
る
ほ
つ
れ
て
漸
次
に
低
-
､
四
〇
〇
米
以
下
と

衣
-
､
蓬
は
洪
積
層
下
に
捜
す
る
O
酉
牛
は
南
は
急
崖

を
見

せ
る
が
.
莱
す
る
ほ
つ
れ
て
高
距
を
減
ず
る
と
共

は
断

崖
は
不
明
瞭
は
在
る
｡
rJ
れ
は
侶
巣
高
原
か
ら
分

離
し
た
る

一
つ
の
.地
塊
で
､
高
さ
は
西
部
に
於
で
侶
奨

高
原
と
は
約
二
二
〇
米
の
差
を
有
L
p
兼
部
は
於
で
は

三

一
〇
米
前
後
の
差
を
有
す
る
乙
と
は
在
る
.

南
方
の
丘
陵
地

木
津
川
断
層
穐
以
南
は
洪
積
層
は

被
覆
せ
ら
る
J
が
故
は
､
地
形
園
の
み
で
原
地
形
を
観

察
す
る
ほ
は
危
険
を
件
以
易
い
が
'
上
野
町
の
西
､
叉

は
兼
に
三
〇
〇
米
､
三
五
〇
米
､
四
〇
〇
米
な
ど
の
孤

丘
が
牛
島
叉
は
島
峡
状
に
断
層
崖
は
近
-
称
す
る
乙
と

は
断
暦
生
成
以
前
に
山
頂
又
は
精
々
高
地
碑
を
覆
し
屠

た
る
部
分
で
あ
る
乙
と
HLJ暗
示
し
､
上
野
町
四
近
の
低

地
を
ー
暇
-
に
海
面
と
考
へ
る
と

き
は
ー
恰
も
､
鶴
捜



谷
の
形
状
を
有
し
､
両
も
附
近
が
政
も
多
-
塵
動
を
受

け
た
部
分
で
あ
る
乙
と
は
､
木
津
川
断
層
以
北
に
も
上

述
の
地
塊
が
存
在
す
る
ほ
徴
し
て
も
容
易
に
推
断
r
uれ

ふ
｡
兜
に
南
方
の
丘
陵
地
は
金
髄
と
し
て
大
在
る
傾
斜

地
塊
を
な
す
べ
き
rJ
と
は
木
津
川
の
南

方譜
支
流
が
何

れ
も
北
流
或
は

湖
北
流
す
る
乙
と
は
よ
っ
て
も
考

へ
ら

れ
る
.
棉
.
虎
-
地
形
図
を
観
察
す
れ
ば
信
楽
高
原
も

亦
､
傾
斜
地
塊
た
る
に
外
在
ら
ざ
る
べ
-
､
近
畿
地
方

に
は
rJ
の
種
の
地
塊
が
少
-
覆

い
も
の
と

推

諭

さ

れ

る
｡安
政
地
震
被
寒
地

安
政
元
年
六
月
の
地
震
は
伊
賀

北
部
､
大
和
北
部
'
伊
勢
北
部
に
於
で
rJ
と
は
被
害
多

く
P
特
に
伊
賀
北
部
に
激
烈
で
あ
っ
た
｡
地
蔑
動
は
地

鋼
線
に
添
以
て
激
し

5,
乙
と
は
ホ
ッ
プ
ス
も
之
む
記
し

関
東
地
震
は

小川
博
士
の
研
究
が
あ
-,h
t
江
浪
地
震
､

丹
後
地
雷
で
は
中
村
教
授
の
研
究
が
あ
っ
て
疑
ふ
飴
地

の
な

い
事
賓
で
あ
る
｡
安
政
地
雷
は
つ
い
て
は
被
審
地

の
公
邸
を
知
る
乙
と
は
不
可
髄
で
あ
る
が
､
今
村
致
接

が
託
さ
れ
た
塵
に
ょ
る
と
'
伊
梨
盆
地
で
は
北
鵜
の
み

激
甚
で
あ
っ
た
乙
と
は
顕
著
売
却
薯
で
あ
っ
て
､
震
基

地
川
教
材
と
し
て
の
地
形
州

報
骨
七
七
戯
四
貫
に
は
次
の
加
-
甜
ruれ
y
屠
る
｡

赴
称
ノ
諭
村

柿
ハ
上

野
町
ノ
糾
北

丁
的
枕
二
耽

り
'
上

相
伴
叫
場
亦

此
ノ
附
氾

ニ
ア
-
'
神
韻
叔
大
ナ
-
シ
ナ
野
間

ト
ス
｡
余
部
杯
六
十

戸
中
川
十
軒

ノ
金
紙
チ
虫
少
､
且
ツ
四
十
六
人
ノ
死

人
チ
蝕
汐
タ
-

即
チ
､
甘
分

ノ
六
十
七
ノ
氾
家
政
チ
並
汐
タ
ル
ノ
ミ
i,
ラ
メ
'
死
人

ハ
平
均

7
戸

三

人
以
上
チ
地
.I,h
ゲ
ル
割
合

ニ
シ
テ
､
惨
状
他

二
比

叡
早
見
メ
O
三
川

ハ
野
間

二
比
シ
柵

々

大
部
滞

ニ
シ
テ
､
全
戸
敬
二

甘
戸
倣
ノ
申
九
十
軒
賦

レ
､
九
十
三
人

ノ
死
人
チ
蝕
.･h
タ
-
｡
即
チ

糖
寄

ノ
数

ハ
火
ナ
ル
モ
､
北
ハ
ノ
歩
食

ハ
野
間

ノ
分
封
テ
大

ナ
-
O
新

冊
村

二
二
m
'
相
聞

ノ
田
方

二
接
醸
セ
ル
村
搭
ナ
か
か
､
其

′
申
'

西
村

ハ
災
寮
綿

々
岬
カ
-
y
P
p
野
間

二
叔

モ
接

近
セ
ル
神
野
'
紫

膝

二
於

テ
ハ
災
串
野
間

二
匹

政

ス
ベ
カ
-
ツ
ト

云
フ
｡

勿
論
'

上
野
町
及
隣
接
せ
る
小
円
村
等
も
故
事
多
-

約

l
八
%
の
潰
家
と
出
し
た
の
で
あ
る
が
'
野
間
､
平

野
､
紫
藤
の
諸
相
は
六
七
%
を
越
え
､
三
関
は
四
五
%

の
滑
家
を
生
じ
た
も
の
と
推
定
r
uれ
て
屠
る
.
乙
の
諸

相
に
は
魔
々
に
地
慶
を
件
ひ
､
現
今
の
上
野
輝
の
南
方

に
は
東
酉
三
町
南
北

一
町
飴
､
東
関
に
娃
遺
し
た
階
没

地
が
出
来
て
､
現
今

に

於
で
す
ら
光
膚
に
蹄
し
て
居
る

鷹
が
あ
る
｡
新
居
相

手

固
相
に
は
尭
尚
の
亀
裂
を
珪
じ

三
江~
村
役
場
附
鑑
に
は
三
八
の
段
蓮
S
を
生
じ
､
野
間

三

O
l

六
五



地

球

節
十

二
雇

に
も
仰
保
存
さ
る
J

地
軸
の
跡
が
あ
る
と

い
ふ
｡
其
他

の
訪
部
落
に
つ
い
て
は
･?:錐
は
ポ
十
分
で
あ
る
が
､
西

方
の
北
大
河
原
に
は
･接
LS
の
紬
右
の
た
め
倒
家
を
稚
じ

土
地
に
亀
公
と
噴
水
を
見
､
笠
社
町
で
は
五
六
〇
月
中

一
八
月
の
潰
家
が
あ
っ
と
知
れ
て
居
る
.
こ
れ
等
の
誰

彼
審
地
は
何
れ
も
t
は
ヾ
1
線
上
に
あ
わ
､
更
に
乙
の

延
線
に
近
-
存
在
す
る
地
方
で
は
伊
勢
四
日
心
'
並
に

奈
良
'
郡
川
等
ほ
大
技
宜
を
典

へ
て
依
る
｡
伊
出
岬
に

放
て
は
乙
の
木
緋
川
断
脚
線
に
妨
ふ
部
落
に
は
故
t
:政

非
在
る
に
反
し
て
'
こ
れ
と
遠
ざ
か
る
に
つ
れ
て
減
少

し
'
上
野
町
の
西
方
長
m
川
hJ.
払
う
南
北
の

1
線
は
祁

皆
に
大
な
る
被
宮
を
受
け
ね
が
'
乙
の
線
上
に
此
す
れ

ば
精
軽
-
'
史
に
南
方
の
名
張
附
近
に
到
れ
ば
極
め
て

軽
消
さ
れ
て
居
た
ら
し
い
｡

吾
人
は
仰
il
に
放
け
る
家
政
地
tiiYの
被
零
を
見
て
'

地
小山
柵
仙山
線
の
雌
純
す
べ
か
ら
ざ
る
を

.(
肘
痛
戚
す
る

と
北
に
､
地
形
周
に
現
は
れ
L
i.る
形
態
に
よ
っ
て
暗
一小

を
村
ね
木
維
川
断
簡
が
地
質
的
に
も
立
昔
r
Jれ
'
か
っ

は
並
世
の
地
小成
柄
法
線
と
し
て
も
活
動
性
あ
る
も
の
な

る
rJ
と
を
知
る
の
み
な
ら
ず
､
新
暦
e
i.城
の
帖
代
か
比

t･::円
袋

tlr,
二

六
六

校
的
新
ら
し

さ
地
-fm
時
代
に
か
ゝ

る
も
の
で
あ
ら
う
と

い
ふ
戚
な
rJ
と
79
考

へ
柑
る
の
.で
あ
る
｡

F
附

･P
=』

上
野
町

の
形
促
音

地
形
間
で
穐
察
す
る
と
､
北
部

に
城
地
が
あ
っ
て
前
部
に
梅
花
を
和
し
'
人
鰹
に
於
で

円
方
よ
り
上
野
を
3g
む

印戊はるせ架を簸播 ｡町野上はql市の上原秘7'JにjJ湖
に統地政安は地仮払坤の間 })と川汀Ⅰ長と町野上 ｡川
桝て し軸捗は今もL7)あ措衣フ己で城拓しぜ_JH.Jrnt

(彰投氏松村)｡乙lrと地



城
下
鱗
の
形
を
棚

へ
て
は
ゐ
る
が
､
酉
掬
に
木
興
､
西

北
は
城
鮎
は
近
-
小
m
村

一
部
が
附
加
ru
れ
ね
形
と
以

て
存
在
し
､
木
興
は
秩
序
正
し

い
相
称
を
な
し
て
居
る

更
に
上
野
町
の
商
術
は
兼
又
は
南
方
に
通
ず
る
交
通
路

に
漁
以
tJ
鯛
隼
の
角
の
棟
に
延
び
て
居
る
｡
妖
…る
に
西

方
の
み
は
人
家
が
老

い
｡
rJ
の
方
面
は
南
山
城

へ
迫
ず

る
強
要
交
通
線
で
あ
る
か
ら
､
捕
縛
は
栃
村
の
形
を
以

て
聴
連
す
べ
F
J筈
で
あ
る
｡
柑
栓
文
撃
士
の
調
査
に
よ

れ
ば
小
田
村

役
場
保
存
の
文
麺
に
『
通
水
移
住
始
末
背
』

と

い
ふ
も
の
あ
か
'
上
野
町
の
西
端

一
部
､
木
典
､
小

田
'
浅
宇
田
の
部
群
は
安
政
元
年
六
月
地
震
後
に
移
住

し
た
も
の
で
あ
っ
て
､
安
政
地
震
後
薫
別
川
東
部
に
は

土
地
の
沈
下
す
る
部
が
あ
ら
t

.i
特
大
堤
防
･虹
築
き
で

河
水
の
氾
濫
HLJ
防

い
だ
か
防
止
す
る
を
和
ず
､

明
治
初

年
に
新
に
村
落
を
設
計
し
て
移
住
し
た
の
で
あ
る
｡
而

し
て
木
典
は
地
域
康
-
.
十
分
に
甜
想
的
に
設
計
が
出

水
た
が
'
小
m
相
の
方
は
狭
除
在
る
た
め
嘗
城
地
の

一

部
を
79
取
-
壊
っ
て
郵
群
数
作
っ
た
の
で
あ
っ
た
｡
そ

れ
故
常
時
の
所
謂
理
想
的
の
設
計
が
出
来
な
か
っ
た
の

で
あ
る
｡
FJ
の
材
料
を
提
供
せ
ら
れ
し
村
枚
氏
は
謝
意

を
表
す
｡

｢逃
水
移
住
的
沸
し
右
町
村
水
寮
之
鶴
ハ
安
改
元
咋
六
月
煤
雄

二
椛
リ

土
地
鳴
動
シ
､
地

所

7
樵
凹
･､､'
以
降

轟
耐
跳
水
ノ
糊

ハ
長
田
､
榔

航
､
服
部
ノ
三
河
ヨ
り
水
勢
暴
状

シ
之

レ
か
娼
メ
該
村
町

耕
地
及
人

家
チ
浸

シ
､
任
拭
歴

々
水
辞
す
被
フ
ル

二
重
ル
｡
其
怖
碑
卜
凶
斯

二

沈
･"
｢
中
略
｣
安
政
三
中

三
山
川u
川
ノ
虚
分

二
司

り

防
敷
ト
シ
テ
英
火

ノ
入
出
チ
以

テ
各
村
町
ノ
人
家
チ
閤

r,E､
教
官
糊

ノ
土
堀
ナ
基
地拙
七

ラ
レ
候
卜
雑
モ
金
ゲ
其
寄
チ
拍
ス
〃
チ
符
メ
｢
下
略
｣

乙

の
文
藩

と
今

村

氏
の
地
塾

に
摘
す
る
調

査
報
骨
酒

と
を
綜
合
し
て
考
ふ
れ
ば
､
安
政
元
年
六
月
の
地
鮭
に

ょ
っ
て
'
上
野
町
附
近
は
土
地
の
沈
下
が
生
じ
た
ら
し

い
｡
前
記
.
木
津
川
断
簡
は
推
定
落
差
三
宵
米
以
上
で

南
落
ち
で
あ
る
か
ら
､
乙
の
構
造
線
活
動
の
延
長
と
せ

ば
安
政
地
震
で
乙
の
構
造
線
以
南
の
上
野
附
近
が
沈
下

す
る
の
も
常
然
の
結
果
か
も
し
れ
沿
｡
(上
泊
)

地
軸
敢
材
と
し
て
の
地
形
脚
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六
七


